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れ，自己主体性に関わる可能性も指摘されている。
本例では神経内科より処方されていたアミトリプチ
リンを中止したところ考想化声の症状は消退した。
同薬の副作用に音楽性幻聴や考想化声などの報告が
あり，本会では楔前部の脳機能や聴覚機能低下との
関連を含め，本例における脳神経病態について詳細
に検討する予定である。尚，研究報告の同意を本人
から得ており，個人情報に関して十分に配慮した。

3.　 早期の集学的な介入が本人の生活状況の改善
に必要と考えられた器質性精神障害の一例
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器質性精神障害は脳腫瘍，脳梗塞，神経変性疾患，
脳炎等の脳の器質的疾患を原因として発症する精神
障害の一群である。今回，感染性心内膜炎に伴う脳
梗塞発症後，集学的な介入が得られず，職場での処
遇不良，自宅療養困難に至った器質性パーソナリ
ティ障害の一例を経験したため報告する。
症例は 46歳男性。X－17年に初回脳梗塞を発症
した。感染性心内膜炎の関与が疑われ神経内科，循
環器内科，心臓血管外科等の診療科が関わり，リハ
ビリテーションを経て同年に復職した。当時は作業
効率の悪さは見られたが勤務自体は規則的にこなす
ことが出来ていた。X－3年感染性心内膜炎及び脳
梗塞を再発した。再度循環器内科，心臓血管外科に
て加療されたが神経内科や脳神経外科，精神科の受
診には至らなかった。退院後 X－2年頃より仕事で
の遅刻やトラブルが顕著に増え，X年 X－5月には
職場同僚と仕事が遅いという理由で口論となり職場
から休職を指示された。家庭内でもしばしば父親と
口論になり，X－3月にはレスパイト入院の形で当
院循環器内科に入院した。その際に精神症状の評価
目的に当科を紹介，実行機能障害，注意障害，易怒
性が認められ当科でのフォローを開始した。その後
身体障害者グループホームへの入居もトラブルによ
り 1ヶ月程度で退去となり，自宅療養も困難である
ため社会生活調整目的に X月 X日に当院当科に入
院した。学会発表では入院後の経過も含め考察を交
えて報告する。
本発表は福島県立医科大学の倫理規定に基づき，
個人情報の保護に留意し，倫理的配慮を行った。

4.　 コロナ禍による学業継続の断念を契機に抑う
つ状態を初発として双極性感情障害を発症し
た若年症例
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児童青年期発症の双極性感情障害は成人期とは異
なった非定型的な病像や急速交代型が多く，うつ症
状と躁症状が混在する混合性エピソードや，易刺激
性，情緒不安定な混乱状態を呈しやすいとされる。
今回我々は，環境変化を契機として抑うつ状態を呈
したことから適応障害と診断したが，加療中に混合
性エピソードを認め，双極性感情障害へと診断を改
めた若年症例を経験したので報告する。
症例は 16歳女性。X－1年 4月，地元から離れ遠

方の語学学習に特色のある高校へ進学したが，登校
制限により級友との交流がなくなったことや，期待
していた交換留学の中止により，徐々に就学意欲が
失われ抑うつ状態から社会的ひきこもりとなった。
X年 4月に当科初診，適応障害と診断しエスシタロ
プラムによる薬物療法を開始した。同月地元の高校
に再入学したが過剰適応となったのちに不登校とな
り，家族が登校刺激を与えたところ衝動的に過量服
薬・自傷行為に至り当院へ救急搬送された。混合状
態を呈しているものと考え双極性感情障害と診断を
改めて，エスシタロプラムを中止しルラシドンを開
始した。その後オンライン授業の通信制高校に編入
し安定して経過していたが，家庭内での不和をきっ
かけに X年 11月二度目の過量服薬を行った。その
後はルラシドンを主剤とした薬物療法により一定の
安定を呈して現在に至る。本発表では本症例の診断
および青年期の双極性感情障害におけるルラシドン
の有用性について検討する。なお，本発表は福島県
立医科大学の倫理規程に基づき，本人から十分なイ
ンフォームドコンセントを得てプライバシー保護に
配慮して行った。

5.　 新型コロナウイルス禍における薬物乱用によ
り入院に至った 2症例
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近年薬物乱用の悪化が問題視されており，新型コ
ロナウイルスの流行も拍車をかけたとみられてい


